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立入検査及び現地調査に係る
 指摘事項に対する回答
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1無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

指摘事項

以下について設計の妥当性を説明すること。

①
 

原子炉格納容器スタビライザの耐震強化。

②
 

原子炉補機冷却水系熱交換器の基礎ボルト（アンカー部
 を含む）に係る耐震強化。



2無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

格納容器スタビライザの耐震強化工事の内容

耐震強化概要

①シヤラグプレート部にストッパを追加。

（PCVスタビライザに生じる鉛直荷重を低減）

②PCVスタビライザのフランジ取付部に補強溶接を実施。

（ボルトの引張応力を低減）
＜ストッパ概要＞

①ストッパ追加

②補強溶接
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3無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

シヤラグプレート溶接部の評価（1）


 

鉛直方向の地震により，シヤラグから上向きの反力を受ける。

原子炉遮へい壁側 シヤラグ側

シヤラグから

 
の上向き反力

PCVスタビライザ下向き荷重

 
（自重＋地震）

＜上下方向の概要図＞

シヤラグからの
上向き反力



4無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

シヤラグプレート溶接部の評価（2）


 

シヤラグからの上向き反力に対する，溶接部のせん断応力を評価。

＜鉛直地震により溶接部に加わる反力＞

][1069.3 4 NR 　

＜溶接部の断面積＞

][1020.1 24 mmAW 　

以上より，溶接部の応力（せん断応力）は，
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（溶接部の許容せん断応力※）

※溶接部に対しては，溶接規格N-1100の規定に準じて浸透探傷試験を実施しており，
溶接継手効率は考慮しない。（設計・建設規格 SSB-3121.1）
（試験を実施していない場合は，溶接継手効率0.45を乗じる。）

シヤラグからの
上向き反力



5無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

＜参考＞設計・建設規格抜粋

SSB-3000
クラス1支持構造物の設計

発電用原子力設備規格
設計・建設規格（2005年版）

I-8-7ページより引用



6無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

格納容器スタビライザ溶接部の評価（1）


 

スタビライザに生じる地震荷重を，溶接部とボルトで負担する。

（SNCM439）

フランジ

（SGV480）
水平地震

引張

圧縮



7無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

格納容器スタビライザ溶接部の評価（2）


 

スタビライザからの地震荷重に対する，溶接部の引張応力を評価。

＜スタビライザ1本あたりの地震荷重＞

][1048.5 6 NFH 　

＜溶接部の断面積（4箇所合計）＞

][1013.1 24 mmAW 　

＜ボルトの断面積（8本合計）＞

][1011.1 24 mmAb 　

以上より，溶接部及びボルトの応力（引張応力）は，
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（溶接部の許容引張応力※）

フランジ

※溶接部に対しては，溶接規格N-1100の規定に準じて浸透探傷試験を実施しており，
溶接継手効率は考慮しない。（設計・建設規格 SSB-3121.1）
（試験を実施していない場合は，溶接継手効率0.45を乗じる。）



8無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

熱交換器の耐震強化工事の内容

地震による荷重を耐震強化サポートにより支持



9無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

熱交換器の耐震強化工事の考え方



 
長手方向地震による荷重は，基礎台

 長手面の14本のアンカボルトにて支

 持するように設計。

＜長手方向＞ ＜横方向＞



 
横方向地震の荷重は，基礎台長手面

 の両端のアンカボルト6本（前面3本，

 背面3本）にて支持するように設計。


 

既設の基礎ボルトに生じる地震荷重を，耐震強化サポートにより基礎

 台へ伝達する。（既設の基礎ボルトには強度を期待しない）


 

伝達された地震荷重は，基礎台に埋めこめれたアンカボルトにより負

 担する。（前面，背面それぞれ14本）

既設基礎ボルト

既設基礎ボルト

アンカボルト

耐震強化サポート

アンカボルトに生じる

 
上向き力

アンカボルトに生じる

 
上向き力



10無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

熱交換器基礎部の評価（1）

＜長手方向＞ ＜横方向＞


 

JEAG4601-1987に示されている熱交換器に対する評価式を用いて，ア

 ンカボルトに作用する鉛直力を算出。（中立軸の位置と曲げモーメン

 ト及び鉛直力の釣り合いにより算出。）


 

算出された鉛直力から，アンカボルト1本当たりのせん断荷重を算出。

][1018.9 4
1 NFb 　 ][1062.6 4

2 NFb 　

＜アンカボルト1本あたりのせん断荷重＞ ＜アンカボルト1本あたりのせん断荷重＞

14本 6本
（前面3本＋背面3本）



11無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

熱交換器基礎部の評価（2）


 
「JEAG 4601-1991 追補版」に従い，コンクリート部の許容せん断荷重

 を算出。

Ccba FEAKq  5.031

＜コンクリート強度による許容せん断荷重＞

c

c
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F
E
A
K 3 ：せん断耐力の低減係数（＝0.8 [ⅣA S]）

：アンカボルトの谷径断面積（＝787 [mm2]）
：コンクリートのヤング率（＝2.05×104 [MPa]）
：コンクリートの設計基準強度（＝23.5 [MPa]）

][1018.2 5
1 Nqa 　

これにより，コンクリート部の許容せん断荷重を算出すると，

アンカボルトが受けるせん断荷重は，コンクリート強度による許容せん断荷重以下であるこ

 とを確認した。
※但し，実際にはコンクリート部の許容せん断荷重よりもアンカボルトの許容せん断荷重の

 ほうが小さく，コンクリートの破壊よりもアンカボルトの破損が支配的となっている。

（アンカボルト1本あたり）

][1032.1 5 NQ 　＜アンカボルトの許容せん断荷重＞
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